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研究概要 
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 変更要求の共通モデルを各拠点間で連携管理 

 Webを介して管理可能な変更要求の共通的表現 

 変更要求の統一的な時系列管理方法 

研究課題 

 IEEE std. 828-2005 と OSLC_CM のプロパティをマッピング 

 変更要求の標準モデルのWebを介した管理を実現 

 TRSを用いた変更要求管理システムのアーキテクチャを提案 

 各拠点毎に変更要求リソースを時系列で管理 

 開発拠点間で変更要求リソースを連携可能 

提案方法 

 複数拠点の時系列に基づいた変更要求一覧の作成 

 TRSで変更要求の種類等を管理し，検索対象を削減 

 プロトタイプの実装と例題への適用による提案アーキテクチャの評価 

今後の課題 



プロトタイプ 
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ユースケース 必要な追加機能 実装の進捗 

変更要求を 

作成/更新/削除する 

CR/TRSリポジトリ
連携 

済 

変更要求/TRSを 

検索する 

クエリ検索 済 

一覧表示 済 

• ユースケースと必要な追加機能 

CRMS 

ステークホルダ/ 
連携ツール 

他拠点CRMS 

変更要求
を削除する 

変更要求
を作成する 

変更要求
を取得する 

変更要求
を更新する 

CR/TRS 
リポジトリを 
更新する 

Change Log
を取得する 

<<include>> 

<<include>> 
<<include>> 

Baseを取得する 

変更要求/TRS
を検索する 

<<include>> 

<<include>> 

<<include>> 



プロトタイプ 
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拠点A 

CRMS 

Apache Jena 

Jetty 

Facade 
CR 

Controller 

TRS 

Controller 

リポジトリサーバ 

拠点B 

CRMS 

(Ubuntu server 

12.04 LTS) 

データ更新：PUT 

クエリ検索:GET 

HTTP 

TRS取得:GET 

CR取得：GET 

HTTP 

F
a
c
a
d
e
 

Fuseki SPARQL Server 

Change 

Request 
Change 

Log 

ユースケース 必要な追加機能 実装コンポーネント 

CR作成/更新/削除 CR/TRSリポジトリ連携 TRS/CR Controller 

検索 
クエリ検索 Facade 

一覧表示 Facade 

• プロトタイプ全体図 

Windows 7 

Ubuntu 12.04 LTS 



• 拠点間で時系列管理を行うためタイムスタンプを利用 

• オフショア開発などの場合，開発拠点が異なる国に存在 

⇒ 拠点毎に時差が発生 

 日付と時刻の表記方法の国際規格 ISO 8601で表現 

 比較の容易性などからISO 8601の拡張表記(UTC)を用いる 

日付と時刻の表現 
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表記法(UTC) ： YYYY-MM-DDThh:mm:ss:SSZ 

表記法(JST)  ： YYYY-MM-DDThh:mm:ss:SS+09:00 

 

表記例(UTC) ： 2014-12-12T13:00:00:00Z 

ISO 8601(拡張表記) 

UTC : Coordinated Universal Time (協定世界時) 

JSC : Japan Standard Time (日本標準時) 

UTCを表す 

UTCとの差を
表す 

TRSの表記 



プロトタイプ 
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拠点A-CRMS 

CRMS Façade 

ステークホルダ/ 
連携ツール CR Controller CRリポジトリ 

検索クエリ入力 

検索クエリ送信 

検索結果送信 

表示画面作成 

拠点B-CRMS 

loop [登録CRMS数] 検索クエリ送信 

検索結果送信 

• 変更要求検索のシーケンス図 

クエリ検索機能 

一覧表示機能 



実装進捗 
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Base 01 Base 02 

ブラウザ 

クエリ 

検索結果 

クエリ 

Base01とBase02のクエリ検索結果 



実装進捗 
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Base 01 Base 02 

ブラウザ 

クエリ 

検索結果 

クエリ 

Base01とBase02のクエリ検索結果 



1. 例題の適用と評価(～12/26) 

 SWEBOKの変更要求処理プロセスに基づき例題を作成 

 前提条件（各拠点の構成など）を定義する 

 複数拠点で行う際に達成すべきことを明確にする 

 評価ポイント，評価方法を明確にする 

 OSLC基盤上での共通的変更要求リソースの管理が可能か 

 変更要求リソースをSWEBOK処理プロセスで対応可能か 

 分散リソースに対する各拠点の変更を統一管理可能か など 

 

2. 本稿執筆 

 研究の見直しも兼ねて，記述できる箇所から書き始める 

今後の予定 
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変更要求の処理プロセス 

11 

Need for 

Change 

Change identified for controlled item 

SCR generated or updated 

CCB Review 

Preliminary investigation 

SCR evaluated 

Inform Requester Assign to Software Engineer 

Schedule, design, test, complete change 

complete 
incomplete 

rejected 
approved 

CR  : Change Request 

CCB : Configuration Control Board 

Flow of a Change Control Process (SWEBOK Chapter7:SCM) 
CR 

リポジトリ 
CR 

state 

In-progress 

Reviewed 

Approved 

Fixed 

Verified 

Closed 

• 処理プロセスの検討 

 SWEBOK，IEEE Std.828，ISO/IEC/ IEEE 12207を調査 

⇒ ほぼ同一内容 


